
 

 

人権と差別 
                                                          胎内市立黒川中学校  令和４年度  

 
 

 

Ｄoing 挑戦あるのみ 
                                                              校長  佐藤 光 
 

 あらゆるものが動き始める春。学校暦では New Yearを迎える春。心機一転と言わずとも、じ

わじわテンションが昂ぶり、「この気持ちは何だろう」（谷川俊太郎）と感じる春。 

新学期早々「生徒と担任（学年職員）のやりとりや関係性、学びに向かう姿勢がとてもいい」

と教頭先生からうれしいニュースが舞い込む。こんな好機に何をすべきかあれこれ考え、「こ

の気持ち」に弾みが付くが、この現状をなくさない、持続することが一番だと思った。 

 タイミング的にも入学式で話したカズ、三浦知良選手の言葉がよぎる。彼は 57歳ながら今な

おポルトガルのクラブチームで活躍している現役サッカープレイヤーだ。50を越えては肉体的

にも若い頃のような動きは望めない。肉体を維持するトレーニングをこなすだけでも苛酷なは

ずだ。Ｊリーグ発足当時から華々しく活躍し、数々の栄光を手にしてきた彼だが、なおサッカ

ーに向き合える原動力、その飽くなき執念はどこから生まれるのか？まさにＫＩＮＧ ＫＡＺＵと

呼ばれるに相応しい。その三浦選手の言葉である。 

「常に何かに挑戦していれば輝きは失われない。挑戦してその結果が成功だとか、失敗だと

かではない。挑戦したときがもう成功と言えるのではないだろうか」 

運動は苦手なので、本当の意味で三浦選手のこだわりの断片でも私には理解することが難し

いと思うが、「この気持ち」は見習いたいし、自分のものにしたい。 

この言葉は人生の成功者とは結果ではなく、挑戦したかどうかと私たちに投げかけている。

結果ばかり求めてしまうと、「自分には能力がない、あるいはこれには向いていない。他のこ

とをやってみよう」といったように自信を失ったり、諦めの気持ちが強くなったりすることが

ある。だが、簡単に「自分はダメだ」と投げ出すことで、苦しみや困難から逃げたり、目を背

けたりするのは禁物だ。 

10日の生徒会入会式で早々に今年度の 

生徒会スローガン「瞬花集灯」が発表され 

た。その基本方針の一つが「お互いの個性

を認め合い支え合える学校」だ。「個性」

は分かりやすいようで難しい言葉だが、

「瞬花」の花にかぶせるなら、花が咲くよ

うに一人一人は努力しなければならない

し、周りは水を与えたりして「個性」を伸

ばすことへの協力が求められ、それに向

けた全校による挑戦が始まる。逃げたり背けたりしていては灯も集まらず、挑戦とは言えない。 

 ＢＩＧなスローガンを達成するために団体戦はスモールな挑戦から始めよう。あれだけのや

るべきことが生徒会室に掲示されている。まずはＤoing! 優先順位や方法を決め、計画を綿密に

立てて始めよう。体育祭や音楽発表会といった行事だけでなく、私はふだんの活動や授業の中

で挑戦するみんなの姿を見たいと願っている。 

胎内市立黒川中学校  令和４年度 第 号
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黒川中だより 

教育目標 「自ら学び 鍛え合おう  心豊かに たくましく」 

目指す生徒像 「ふるさとを愛し、正しい心をもち、主体的に行動する生徒」 

 

 

胎内市立黒川中学校  令和６年度 第 １ 号 
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 ４月８日（月）、第４６回入学式を挙行し、新入生２０名の新たな中学校生活がスタート

しました。入学式では、たくさんの保護者の皆様と井畑市長様をはじめ多くの御来賓の皆

様が見守る中、学級担任の呼名に新入生一人一人が元気な声で応えました。 

また、入学式当日の午前、新入生のために２、３年生が心を込めて入学式準備を丁寧に

行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新入生入場の様子】      【新入生呼名の様子】       【学校長式辞】 

 

【在校生歓迎の言葉】      【新入生誓いの言葉】     【在校生による校歌紹介】 



 

  

４月１０日（水）、新入生に向けて、「生徒会入会式、部活動紹介」を行いました。 

２、３年生は「新入生に早く黒川中に慣れてほしい」「新入生に歓迎の気持ちを伝えたい」

という強い思いをもって、３月から計画的に準備を進めてきました。 

当日は、生徒会の組織や活動内容、各部活の特徴や練習内容について、画像や実演をと

もなった紹介に、新入生は興味津々でした。新入生代表のお礼の言葉に「先輩方の熱意を

感じた」「勉強や部活、委員会など、中途半端にせず、全てを全力で取り組み、自分を成長

させていきたい」とありました。生徒会入会式のねらいは、十分に達成できました。２、

３年生、大変よく頑張りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４月１９日（金）４限と５限の授業参観では、 

多くの保護者の皆さんから来校していただき、 

生徒の様子を見ていただきました。お忙しいと 

ころ、ありがとうございました。 

 その後、ＰＴＡ総会が行われました。全ての 

議事が承認されました。今後とも、黒川中学校 

ＰＴＡ活動へのご理解・ご協力をお願いいたし 

ます。 

 

【生徒会長のあいさつの様子】    【卓球部の紹介の様子】    【野球部の紹介の様子】 

生徒会入会式・部活動紹介 

※ 学校に設置されていない部活（陸上競技、水泳、スキー等）で、中体連の大会に出場を希望 

  する場合は、特設部活動担当職員（菅原）に相談してください。 

【ソフトテニス部の紹介の様子】  【吹奏楽部の紹介の様子】  【コンピュータ部の紹介の様子】 

ＰＴＡ総会 

【ＰＴＡ総会の様子】 



 

 

 

４月１８日（木）、『目指す生徒像「ふるさとを愛し、正しい心をもち、主体的に行動す

る生徒」の具現化のため、地域行事に参加することを通して、「ふるさとの価値」に気づく

ことができる』をねらいとして、下赤谷の鳥坂神社で行われた「シャングシャング馬」に

全校生徒で参加してきました。 

駆け上がる馬に声援をおくる生徒、馬との交流を楽しむ生徒、ポニーと一緒に駆け上が

りに参加する生徒、テレビ局のインタビューに答える生徒など、それぞれの生徒が地域の

伝統行事の良さを感じ、楽しむことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

黒川中ホームページのご案内 

 黒川中学校のホームページでは、学校の様子を紹介しています。 

ぜひ、ＱＲコードや下記のアドレスからアクセスしてみてください。    

          https://tainai-kurokawa-jhs.edumap.jp/  

 

 

５月の主な予定 

２日（木）１年生校外体験学習（樽ヶ橋遊園） 

     ２年生新潟巡検（新潟市内） 

８日（水）定期テスト範囲配付（３週間前） 

９日（木）基礎学力テスト国語 

     教育相談（～14日まで） 

10日（金）小中連携あいさつ運動（黒川小） 

14日（火）避難訓練 尿検査１次 

15日（水）専門委員会 諸経費振替日 

17日（金）全校奉仕活動（午後） 

22日（木）第１回生徒総会 

         定期テスト前部活動停止（～5/29） 

小中連携パワーアップ週間（～5/28） 

23日（木）歯科検診 質問教室① 

24日（金）英語検定 

27日（月）質問教室② 

29日（水）定期テストⅠ １日目 

30日（木）定期テストⅠ ２日目 

31日（金）全校朝会 

「シャングシャング馬」に参加しました 

【ポニーと坂を駆け上がる様子】          【馬と触れ合う様子】 

※ ５月からは、部活動終了時刻 18:00、完全下校時刻 18:15です。 


